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健康保険・厚生年金保険の
加入もれはありませんか

常時５人以上の従業員を使用する個人事業所や、５人未満であっても法人の事業所は、健康
保険・厚生年金保険の適用事業所となります。
適用事業所で働く従業員は、国籍・年齢・給料の多寡・年金受給の有無などに関係なく、健康
保険・厚生年金保険の被保険者となります。

加入できる年齢は

適用事業所に使用されていても、70歳に達した人
は厚生年金保険の被保険者資格を喪失し、健康
保険のみの被保険者となります。
健康保険は75歳になるとその資格を喪失し、後期
高齢者医療の被保険者となります。

パートタイマーの従業員は

１日または１週間の労働時間が、その事業所で同
じような仕事をしている一般従業員の所定労働時
間および所定労働日数の概ね４分の３以上あれ
ば、被保険者となります。

外国人の従業員は

適用事業所で適法に常時使用されている外国人
も、国籍を問わず健康保険・厚生年金保険の被保
険者となります。

労働者派遣会社からの従業員は

派遣された先で就労しますが、派遣元が労働者派
遣契約に基づき労働者を派遣し、報酬を支払って
いることから、雇用関係は派遣元と労働者との間に
存在することになります。
そのため、派遣労働者の被保険者資格があれば、
加入手続きは派遣元の事業主が行うことになります。

詳しくは、お近くの年金事務所にお問い合わせください
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詳しくは、お近くの年金事務所または市町村担当係にお問い合わせください。
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日本年金機構からのお知らせ

厚生年金保険等に加入していた20歳以上60歳未満の方が

■退職したときは、国民年金第１号被保険者への
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　切替手続が必要です。

　国民年金は、日本国内に住む20歳以上60歳未満の方が加入することになっています。厚生

年金保険等に加入している方も、第２号被保険者として国民年金に加入しています。

　厚生年金保険等に加入していた20歳以上60歳未満の方が退職した時は、国民年金第１号被

保険者への切替手続きが必要です。また、退職した方に扶養されている20歳以上60歳未満の

配偶者も第３号被保険者から第１号被保険者になりますので、届出が必要となります。

★切替手続きは…
住民票を登録している市町村役場の国民年金担当窓口で行います。手続きの際には、

年金手帳をお持ちください。

【注意】健康保険の任意継続被保険者になった方も国民年金第１号被保険者への切替手

続が必要です。

★第１号被保険者になると…
〈国民年金の保険料〉
　　　月額　15,590円（平成27年度）

〈保険料の納付方法〉
　ご自身で、次のいずれかの方法で納めることになります。

　　□金融機関からの口座振替

　　□クレジットカード納付
　　　※クレジットカードを直接提示して納付していただく方法ではありま

せん。
　　□インターネットバンキング

　　□納付書で、金融機関の窓口やコンビニエンスストアから

　　　※退職（失業）により国民年金保険料の納付が困難な場合は、免除制度
がありますので、住民票を登録している市町村役場の国民年金担当
窓口または、お近くの年金事務所へご相談ください。

なお、65歳以上の被保険者で、老齢・退職を支給事由とする年金の受給資格を有する方は第２

号被保険者とはなりません。

　国民年金の第３号被保険者の方の配偶者である厚生年金保険等に加入している方が、65歳に

達したときは、第３号被保険者は国民年金の第１号被保険者への切替手続きが必要となります。

　ただし、在職中の配偶者の方が老齢または退職を支給事由とする年金の受給資格を有してい

ないときは、引き続き受給資格を有するまでの間は国民年金の第３号被保険者となりますので、

切替手続きの必要はありません。

納付書



社会保険 いばらき　2016. 2月号5

協会けんぽ茨城支部からのお知らせ
〜退職される皆さまにコピーしてお渡し下さい〜

退職後の健康保険には「協会けんぽの任意継続」「国民健康保険」「ご家族の健康保険（被扶養者）」などの選択肢があ
り、いずれかの加入手続きが必要となります。毎月納める保険料などを比較のうえ、選択された健康保険にお手続
きください。
　※75歳以上の方（65〜74歳で、後期高齢者医療広域連合から障害認定を受けた方を含む）は、後期高齢者医療制度に加入している
ため、手続きの必要はありません。

加 入 先 協会けんぽの任意継続 国民健康保険 家族の健康保険
（被扶養者）

手続き先 お住まいの都道府県の協会けんぽ支部 お住まいの市町村の
国民健康保険担当課 ご家族の勤務先

加入条件

・退職日までに被保険者期間が継続
して２ヵ月以上あること
・退職日の翌日から20日以内に手
続きすること

・お住まいの市町村の国民健康保
険担当課にお問い合わせください

・ご家族が加入している健康
保険の扶養の条件を満たす必
要があります
・ご家族の勤務先にお問い合
わせください

保 険 料

・保険料は、退職前に控除されてい
た保険料を２倍した額になります。
※保険料には上限があります
※お住まいの都道府県と退職前に加入してい
た協会けんぽの都道府県が異なる場合等、
２倍した額とならない場合があります

・保険料は、加入する世帯の人
数や、前年の所得などによっ
て決まります。
・保険料の軽減制度があります
・お住まいの市町村により保険
料額が異なります

・原則被扶養者の個人負担
はありません
・ご家族の勤務先にお問い
合わせください

※「任意継続被保険者資格取得申出書」は協会けんぽホームページからダウンロードできます。

◆◇ ◆◇

『任意継続被保険者資格取得申出書※』を退職日の翌日から20日以内に協会けんぽに申請

保険証を
事業主に返却

被保険者資格
の喪失処理

資格喪失届と保険証を
日本年金機構茨城事務
センターへ提出

ご本人

協会けんぽ

申請受付

保険証と納付書を送付 保険証等の
発行

事業主 日本年金機構
茨城事務センター1

2
2 3

4

お問い合わせ先
協会けんぽ　茨城

http://www.kyoukaikenpo.or.jp/shibu/ibaraki/

☎029-303-1582（業務グループ）

退職後の健康保険加入のご案内

退職後はどの健康保険に加入しますか？

協会けんぽの任意継続被保険者になると、最長２年間加入することになります。途中で「国民健康保険に加入する」「家族の健
康保険の扶養になる」という理由で任意継続をやめることはできません。
ただし、被保険者が次のいずれかの事由に該当するときは任意継続被保険者の資格を喪失します。
	 ● 被保険者が就職して他の健康保険の被保険者資格を取得したとき	 ● 被保険者が後期高齢者医療制度の被保険者資格を取得したとき
	 ● 保険料を納付期限までに納付しなかったとき	 ● 被保険者が亡くなったとき

ご注意ください！

75歳未満で退職する

再 就 職 し な い
（再就職まで期間が空く）

家族の被扶養者にならない 家族の被扶養者になる

再就職する
（健康保険の適用事業所）

再就職先の健康保険に加入

　協会けんぽ以外の健康保険に加入されている方は、各保険者（健康保険組合等）にお問い合わせください。
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社会保険料の納付には口座振替をご利用ください

● 毎月、金融機関等に出向く必要がないので便利です。
　▶　口座振替を開始した以後は、毎月の手続きが不要です。

　▶　口座振替手数料のご負担もありません。

● 全国の金融機関がご利用できます。
　▶　銀行、信用金庫、労働金庫、農協等の口座から振替できます。
　　※ただし、ゆうちょ銀行やインターネット専業銀行等、一部お取扱いできない金融機関があります。

● 毎月末日に、前月分の保険料をご指定の口座から引き落としします。
　▶　末日が土日・祝日等金融機関の休業日の場合は、翌営業日に引き落としします。

● 今月の振替予定額と、前月の振替済み金額をお知らせします。
　▶　毎月20日頃に、当月末日に引き落としする金額及び前月末日に引き落としした金額を記

載したお知らせ（保険料納入告知額・領収済額通知書）を郵送します。

　▶　振替当日の残高が不足していた等の事情で口座振替ができなかった場合は、後日、納付

書を郵送しますので、金融機関等の窓口で納付していただくことになります。

お手続きは簡単です！
　口座振替をご希望される場合は、「健康保険厚生年金保険　保険料口座振替納付
（変更）申出書」に必要事項を記入・押印のうえ、口座振替に利用する金融機関の
確認印を受けた後、年金事務所の窓口にご提出ください。

口座振替開始月や不明な点等がございましたら、お近くの年金事務所へご相談ください。

　被保険者に賞与を支払った場合は、支払った日から５日以内に「賞与支払届」の提出が必要で

す。まだ、提出がお済みでない場合は、至急「賞与支払届」に「賞与支払届総括表」を添付して

ご提出ください。

　また、事前登録された賞与支払予定月に賞与の支払いがない場合でも、「賞与支払届総括表」
のみ提出が必要になりますので忘れずにご提出ください。
（④支給・不支給の欄の「不支給　１」に○を付けてご提出ください）

詳しくは日本年金機構ホームページをご覧ください。

年金　賞与支払届

「賞与支払届」の提出はお済みですか


